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2)地下水

砂岩は、 露頭やコア観察によると 、 一般に固結度が低く細粒分含有率も小さく 、 透水性

が比較的大きいと予想され、 帯水層を形成すると考えられる。 一方 、 泥岩は、 均 — •で、 い

わゆる軟岩程度の固結度で亀裂が少ないため、 砂岩より透水性が低く、 難透水性を示すと

• I'想され（文献では梅ヶ瀬層上位の国本層泥岩の例で、 10
―6 ~10

―
"のオ ー ダ ーの透水係

数が得られている）。造成地周辺地山内の透水性は 、 地層に垂直な方向と水平な方向で異方

性があると考えられる。

No.l孔では、 河床レベルに近い深度90mの孔底まで地下水位が観測されず、計画造成地

の地下水位は全体に低く、 ほぼ河床レベルにあると予想される（図3.4·3)。

踏査によると、 沢の流量は渓床付近からの浸み出しによって維持されていると考えられ

るが、 このような地下水の浸み出しは、 砂岩と泥岩の境界付近で多数観察される。 これは

雨水が地山の砂岩層内を鉛直方向に浸透し 、 泥岩層に遭遇すると流路をさえぎられ 、 泥岩

層の傾斜方向に流路が変化し、 泥岩層が露出するところで地下水が没出するためと考えら

れる（図3.4 疇 2 、 3)。

切土計画地点の沢では、 地層が流れ盤となる左岸（南）斜面では砂岩と泥岩の境界から

地下水の浸み出しが多く、 受け盤となる右岸（北）斜面は少なく、 乾燥している。

図3.4-2 泥岩層上面に沿って地下水の浸み出しがあり 、 氷柱になっている 。
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図3.4-3 造成地の地下水浸出しの概念図
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